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	審議経過
	≪議事≫
1.座長あいさつ
さんさんバスは多くの皆さんにご利用いただいております。後で愛知運輸支局の小林委員からご説明いただこうと思いますが、国の制度が変わります。昨年の暮れに交通政策基本法が公布施行され、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律が

2月に閣議決定されました。秋には公布施行されるようなスケジュールのようです。
国の方向性として、電車等を含めた公共交通全体で、まちづくりと連動して考えていくような形になっていきます。現在みよし市は総合計画の見直しの時期であり、みよし市の将来の方向性と地域での公共交通の役割を今一度チェックしていかなければなりません。さんさんバスの良いところや今後検討を必要とするところも、見えてきたかと思います。改善していける部分は改善し、より良いさんさんバスとしていけるよう、本日も忌憚のないご意見よろしくお願いいたします。
2.協議事項　　生活交通改善事業計画（地域公共交通バリア解消促進事業）の承認
≪事務局説明≫
【座長】
ただいま説明がありましたが、加藤委員より補足説明等ございましたらお願いをしたいと思いますが、いかがでしょうか。
≪加藤委員説明≫
【座長】
ご質問ご意見ございませんか。
バスロケーションシステムの導入により、遅れなどの状況がわかるようになり運行管理ができるようになります。みよし市へも運行状況を提供していただけることもできるのではないでしょうか。

【加藤委員】

データは膨大な情報となります。すべてのデータを提供するとなると、時間も費用もかかることとなり困難だと考えています。春日井市にもデータの提供をさせていただいているのですが、特定の1日を指定いただいて提供させていただいております。同様のデータであれば提供させていただくことは可能ですが、データ作成に時間が必要になりますので、事前に担当者で打ち合わせをさせていただきたいと思います。

【座長】

こういったデータを利用できるチャンスをいただけたということだと思います。

【副座長】

データの作成が難しいとのお話しがありましたが、データ作成をするためのシステムをつくる補助をもらうといったことも考えられるのではないでしょうか。自治体にとって有益なデータとなると思います。
【加藤委員】

システムを作成するには多額の費用が必要になります。費用対効果を考えながらどこまでが国の対象となるかの確認を行っていきます。

【副座長】

バスの遅延状況がバス停に表示されることが一番望ましいと思います。高齢者の方はスマートフォン等携帯端末を使われている方は少ないと思いますので今後、考えていけるといいと思います。

【座長】

バスロケーションシステムを導入したことで得られるデータを、どのように情報提供していくかは今後の課題で、国でも検討されております。

補助について、愛知運輸支局の方でもいろいろな検討をしていただきたいと思います。

【小林委員】

補助をうまく使っていただくために、こういったものに使いたいというものがあれば、教えていただきたいと思います。補助が出る出ないにかかわらず、必要なものは何かを含めて議論していただくことが必要だと思います。
【永井委員】

ビッグデータというのは、バスのデータだけでなく自家用車のブレーキを強くかける場所等の情報やスマートフォン等の端末で歩行者がどういった動きをしているかを調べていくものになりますので、バスロケーションシステムのデータだけでは難しいと思います。震災時等緊急時の防災対応等を含めて国土交通省も含めて考えているところもあると思いますので、こういった動きを見て配慮していくことが必要になると思います。

バス停で運行状況がわかることは、スマートフォン等の携帯端末を持ち歩いているわけではないのでいいことだと思いますが、路上のバス停すべてに端末をつけることは難しいと思います。施設にバス停がある場合は、施設内のコミュニティ放送のモニターで、バスの運行情報が見られる等の方法も考えられると思います。
【座長】

情報処理の技術は進んできているので、いかにうまく利用していくかだと思います。お金がかかることですので今後検討していっていただければと思います。

バスロケーションシステムの導入はいいことだと思います。

【加藤委員】

明確に断言はできませんが、豊田管内もバスロケーションシステムを、それほど遠くない時期に導入させていただけるのではないかと思います。

【座長】
協議事項に異議のあるかたはみえますか。異議なしということで承認いただくということでよろしいでしょうか。
〈異議なし〉

【座長】

協議事項について、承認を得ました。

3.報告事項　①さんさんバス利用状況
≪事務局説明≫

【座長】
報告事項について質問、ご意見ありますか。

【小林委員】

乗合タクシーの考え方について、利用者の多いところをどうしていくかという考えはありますか。また、運行経費の資料について、補助金を負担金から抜いて考えていますが、補助金も税金ですので市の負担だけで考えていくことでいいのでしょうか。

【事務局】

乗合タクシーは平成23年度まで1か月あたり1,000人以上の利用があったため、利用者の大半を占めていた豊田厚生病院、浄水駅、ベイシア三好店タクシー乗降場を平成24年4月からバス路線に組み込みました。乗合タクシーの考え方として、多くの需要はないが必要と考えられる場所についてタクシー乗降場を設置しています。資料中利用者数400人の乗降場があり、この数字が多いかということですが、200日として考えますと往復で利用される方が1人となります。さんさんバスは各路線往復で、25便運行しており、乗継ぐ1便は利用していただけますが、残りの24便についてはご利用いただけないこととなります。バス停を増やすことは運行時間と運行距離の延長につながります。以前のような1月1,000人を超える利用者があり、タクシーの車両の確保が大変な状況になればバス路線に組み込むことを検討するべきですが、現状としてタクシー乗継ぎは、利用者が多くない場所についてサービス水準を他の場所と同等とするために有効な方法だと考えております。
運行経費の資料について、平成24年4月の改正でバス車両を4台から6台体制としておりますが、補助金をいただけることによってサービス水準を上げても、4台のころと同じ負担で運行できていることを強調させていただきたくこういった資料とさせていただきました。
【新谷委員】

実態の費用負担の額をこの資料に追加していただいた方が、今後ずっと補助金をもらえるわけではないと思うのでいいと思います。

【事務局】

次回以降そうさせていただきます。

【副座長】
利用者数が増えており、いいことだと思います。最近名鉄バスの方でも利用者数がふえているとのことですので、こういった複合的な要因もあると思いますが、今後も利用の数を増やしていっていただくと良いと思います。

【座長】

11月は減少することが多かった月でしたが、今年度は例年と少し異なり増加しているとの報告がありましたが、改正を行ったばかりですので今すぐに評価をすることは難しいと思います。注意深く事務局は利用状況を見ていっていただきたいと思います。
【松本委員】

ベイシア三好店とアイモールイオン三好店の利用が特に増えているとのことですが、消費税増税前の駆け込み需要の利用者増とは考えられませんか。

【事務局】

利用状況の総数は1月から2月でそれほど増加していないので消費税増税前の利用者増とは考えておりません。
【副座長】

来年度に、今年度の2月の状況を見ると何か影響が見えてくるかもしれません。

【事務局】

ベイシア三好店は、食料品が主になりますので消費税の増税による大きな影響はないと思います。

【座長】
アイモールイオン三好店は娯楽施設もあり、ベイシア三好店と性格が異なります。社会的な変化もチェックしながら見ていく必要もあるかもしれません。
利用促進のためには、利用者の皆様に情報を提供していくことが必要だと思います。

報告事項②フォローアップ調査結果
≪事務局説明≫

【座長】
ご質問ご意見ございませんか。

【副座長】
10月の見直しについて、良い評価をいただけたことが調査で明らかになりよかったと思います。その中で他のバスとの乗継について評価があまりよくありません。具体的な状況や特定の場所等わかることがあれば教えていただけますか。
【事務局】
時刻表改正により第1便を利用していただいていた方がバスに乗り継げなくなったという不満だと思います。接続するバスの時刻も考慮に入れて、さんさんバスの時刻を設定しておりますが、渋滞等での遅れの発生が予想できますのでバスとバスの乗継ぎよりも、名鉄電車への乗継に重点を置いて時刻表を作成しております。所要時間が短くなった分、始発バス停の出発時間を遅くしており三好ヶ丘駅での電車への乗継が浄水駅での乗換えよりも1本早い便に乗り継げる時刻表を組んでいるので、三好のバス停で乗り継いでいた方が乗り継げなくなった場合等があると思います。時刻設定の際には、電車もバスにも乗り継げる時刻表は難しく、どちらかを優先する必要がありましたので三好ヶ丘駅での電車への乗換えを優先した結果、バスに乗り継げなくなった場合があると考えられます。
【副座長】
時刻表作成時に、そういった検討があったことを覚えています。絶対値として悪い数字ではないので設定したものが結果として表れてきたという感想です。

【新谷委員】
全体への評価を見て、会議で審議した部分について満足度が大きく上昇したように思います。利用者の要望に合った変更ができたのではないかと思います。こういった形で変化させていくと利用者の増加につながると思います。また、運賃の満足度がかなり上昇していますので今後運賃を上げる時が大変だろうという感想です。全体的にはよい評価がもらえたのではないでしょうか。
【座長】
不満が増えたからどうするか等といった評価は今回一度だけでは難しいと思いますので、今後時間をかけて行っていく必要があると思います。

【副座長】

利用者が増えている状況をどう考えていますか。新規の利用の方がいる中で利用頻度の多い人が減少しています。

【事務局】

12月1日にトヨタ自動車のイベントがあり、このイベントのための利用があったようです。この利用者は普段利用されている方ではないと思いますので、こういった結果が出たと考えられます。今後は、市内だけなく近隣のイベントについても確認し調査日時を設定します。
【副座長】
平日のみの利用者の比較はしていませんか。

【事務局】
このアンケートは車内に回収箱を設置し、期間内に投函していただくことでの回収か、郵送での回収の方法をとっているため利用日時の判別が行えません。また、調査期間2日とも利用している方もみえます。

【座長】
今回の改正は北部の内容でした。北部地区内での利用が増えているということは評価できるのではないかと思います。運行間隔を均等にした影響が大きいのかと思います。改正後半年ですので、もう少し様子を見ていくことが必要だと思います。
報告事項　③民間交通の利用状況
【座長】
加藤委員いかがですか。

【加藤委員】
名鉄バスでは、平成25年度は定期券利用が101％となっております。定期外の利用は大幅に落ち込むことなく98～99％となり、合計すると昨年度より101～102％の利用者増となっています。経済活動の活発化やＩＣカードの利用などの利便性の向上による影響かと考えております。アイモールイオン三好店と赤池駅を結ぶ路線を見ると周知に1年かかることが利用者の増加から見て取れると思います。

【座長】

ループバスの利用者は少し減少しております。ループバスは朝晩の通勤通学にご利用いただいているバスだと思います。少子高齢化の影響等も考えられますし、利用状況を見ていく必要があると思います。
報告事項　④さんさんバス運営の今後の予定
≪事務局説明≫
【座長】
今後の動向について、愛知運輸支局小林委員に補足をお願いいたします。

≪小林委員説明≫

【座長】
ご質問ございますか。みよし市の公共交通基本計画は三好町の時代に作成しています。総合計画の見直しもされつつありますので、こちらに対応していくことも必要になってくると思いますので、来年度検討をしていくということだと思います。

【副座長】
計画策定は平成29年とのことですが、前倒ししていく等の考えはありますか。

【事務局】
来年度で方針を決めさせていただくのですが、必要であれば柔軟に対応していきます。

【副座長】
経済状況等をみながら、柔軟に対応していただくことも必要だと思います。

【小林委員】
法定協議会化するのであれば、法定協議会化していく意味等を理解していただきみよし市として、今後どういう方向で公共交通を考えていくかが重要だと思います。
【座長】
今後は少子高齢化が進み、人口も減少していきます。公共交通の目的を車を持っていても公共交通を使えることとするのか、また、公共交通しか使えない人に利用していただくこととするのか、若い人の車利用の減少等による新規需要に対応していくのか社会のしくみが変わっていく中でどういったサービスを提供していくかといったことになっていくと思います。
４、部長あいさつ
10月の改正後順調に利用者は増加しておりますが、10月以前から利用者増加の傾向もありましたので、正確には1年後のこの時期にわかるのではないかと思っております。長時間ありがとうございました。
【座長】

これで平成25年度第2回みよし市地域公共交通会議を終了致します。
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